
 

 

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
書
簡
集(

『
利
瑪
竇
書
信
集
』)

訳
注
稿(

四) 

安
部 

力 

 

 

は
じ
め
に 

  

本
訳
稿
は
、
一
六
世
紀
（
明
朝
末
期
）
に
始
ま
る
東
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ

リ
ス
ト
教
宣
教
士
、
特
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
活
動
に
お
い
て
、
大
き
な
先
駆
的
役
割
を
果
た
し

た
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
中
国
名
は
利
瑪
竇
、
イ
タ
リ
ア
人
、
１
５
５
２
～
１
６
１
０
）
が
残
し

た
書
簡
に
関
す
る
試
訳
(1)
の
続
編
で
あ
る
。 

 

訳
注
作
業
の
目
的
・
意
図
な
ど
は
既
に
「
同
訳
注
稿
（
一
）
」
冒
頭
に
お
い
て
説
明
し
て
い

る
が
(2)
、
本
作
業
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
「
典
礼
問
題
の
内
実
」
に
関
し
て
、
新
居
洋
子
氏
の

『
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
普
遍
の
帝
国 

在
華
宣
教
師
に
よ
る
文
明
の
翻
訳
』
（
名
古
屋
大
学
出
版

会
、
２
０
１
７
年
）
が
、
大
変
示
唆
に
富
む
の
で
、
是
非
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

【
凡
例
】 

・
底
本
…
『
利
瑪
竇
書
信
集
（
上
）（
下
）
」
』（
「
利
瑪
竇
全
集
」（
３
）（
４
）
、
羅
漁
訳
、（
台
北

光
啓
文
化
事
業
、
１
９
８
６
（
中
華
民
国
７
５
）
年
） 

・
リ
ッ
チ
を
始
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
神
父
な
ど
の
人
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
に
於
い
て
も
一
定
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
中
国
語
音
を
元
に
し
た
漢
字
訳
表
記
が
揺
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
が
、
ど
の
言
語
（
ラ
テ
ン
語
か
イ
タ
リ
ア
語
か
な
ど
）
の
読
み
・

表
記
を
採
用
す
る
か
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
本
訳
稿
で
も
表
記
が
揺
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
点

は
ご
承
知
お
き
頂
き
た
い
。（
例
え
ば
、
矢
沢
本
で
は
リ
ッ
チ
は
「
マ
ッ
テ
ー
オ
」
で
あ
り
、
平

川
本
で
は
「
マ
ッ
テ
オ
」
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
後
藤
基
巳
氏
や
柴
田
篤
氏
の
『
天
主
実
義
』

で
は
「
マ
テ
オ
」
と
な
っ
て
い
る
。
本
訳
稿
で
は
、
主
要
な
人
物
名
表
記
に
つ
い
て
、
確
認
で

き
る
範
囲
で
は
原
則
と
し
て
『
イ
エ
ズ
ス
会
の
歴
史
』（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ン
ガ
ー
ト
著
、
上
智

大
学
中
世
思
想
研
究
所
監
修
、
原
書
房
、
２
０
０
４
年
）
の
人
名
表
記
（
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
、

ア
ク
ゥ
ア
ヴ
ィ
ヴ
ァ
な
ど
）
に
従
う
こ
と
と
し
た
。（
但
し
、
バ
ン
ガ
ー
ト
は
リ
ッ
チ
の
漢
名
表

記
を
「
李
瑪
竇
」（
同
書
１
９
４
頁
）
と
し
て
い
る
が
、「
利
」
と
「
李
」
は
音
通
で
あ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
問
わ
な
い
） 

 

【
主
要
参
考
文
献
】 

・『
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
伝
１
～
３
』（
平
川
祐
弘
著
、
１
・
東
洋
文
庫
１
４
１
、
１
９
６
９
年
、

２
・
東
洋
文
庫
６
２
４
、
１
９
９
７
年
、
３
・
東
洋
文
庫
６
２
７
、
１
９
９
７
年
、
平
凡
社
） 

・
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
一
・
二
』
（
『
大
航
海
時
代
叢
書
』
第Ⅱ

期 

第
８
～
９
巻
所
収
、

マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
著
、
川
名
公
平
訳
、
１
９
８
２
年
、
岩
波
書
店
） 

・『
イ
エ
ズ
ス
会
士
中
国
書
簡
集
１
～
６
』（
矢
沢
利
彦
編
訳
、
１
康
煕
編
：
東
洋
文
庫
１
７
５
・

１
９
７
０
年
、
２
雍
正
編
：
東
洋
文
庫
１
９
０
・
１
９
７
１
年
、
３
乾
隆
編
：
東
洋
文
庫
２
１

０
・
１
９
７
２
年
、
４
社
会
編
：
東
洋
文
庫
２
３
０
・
１
９
７
３
年
、
５
紀
行
編
：
東
洋
文
庫

２
５
１
・
１
９
７
４
年
、
６
信
仰
編
：
東
洋
文
庫
２
６
３
・
１
９
７
４
年
、
平
凡
社
） 

・
『
中
国
の
布
教
と
迫
害
－
イ
エ
ズ
ス
会
士
書
簡
集
』
（
矢
沢
利
彦
編
訳
、
東
洋
文
庫
３
７
０
、

平
凡
社
、
１
９
８
０
年
） 

・
『
天
主
実
義
』
（
柴
田
篤
著
、
東
洋
文
庫
７
２
８
、
平
凡
社
、
２
０
０
４
年
） 

・
『
利
瑪
竇
伝
』
（
羅
光
著
、
光
啓
出
版
社
、
１
９
６
０
年
） 

・
『
在
華
耶
穌
会
士
列
伝
及
書
目
』
（
費
頼
之
（A

lo
y
s
 P

fis
te

r

）
著
、
馮
承
鈞
訳
、
中
華
書
局

出
版
、
１
９
９
５
年
） 

・
『
中
国
天
主
教
史
人
物
伝
』
（
方
豪
著
、
台
中
光
啓
出
版
社
、
天
主
教
上
海
教
区
光
啓
出
版
社

発
行
、
２
０
０
３
年
） 

・
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
一
、
二
』
（
マ
ッ
テ
ー
オ
・
リ
ッ
チ
著
、
川
名
公
平
訳
、
矢
沢
利

彦
注
、
平
川
祐
弘
解
説
。
大
航
海
時
代
叢
書 

第Ⅱ

期
８
・
９
、
岩
波
書
店
、
１
９
９
３
年
） 

 

【
注
】 

(1)
「
「
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
書
簡
集
（
『
利
瑪
竇
書
信
集
』
）
訳
注
稿
（
一
）
」（
『
北
九
州
工
業
高

等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
50
号
、
平
成
二
十
九
年
）
。
「
（
二
）
」
「
（
三
）
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
51

号
、
52
号
に
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
本
件
に
先
行
す
る
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
に
関
す
る
テ
ー

マ
を
扱
っ
た
訳
者
の
成
果
と
し
て
は
、
「
『
天
学
初
函
』
に
お
け
る
『
職
方
外
紀
』
の
位
置
が
示

す
こ
と
」
（
『
哲
学
資
源
と
し
て
の
中
国
思
想
―
吉
田
公
平
教
授
退
休
記
念
論
集
―
』
所
収
、
吉

田
公
平
教
授
退
休
記
念
論
集
刊
行
会
編
著
、
研
文
出
版
、
２
０
１
３
年
３
月
）
が
あ
り
、
そ
の

展
開
例
を
台
湾
に
於
い
て
見
い
だ
そ
う
と
し
た
成
果
が
以
下
の
一
連
の
報
告
群
で
あ
る
。
「
台

湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）
―
祖
先

祭
祀
を
め
ぐ
る
問
題
―
」（
『
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
41
号
、
平
成
二
〇
年
）
、
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「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に
関
す
る
一
考
察
（
二
）
―

「
天
后
聖
母
」
に
つ
い
て
―
」（
『
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
42
号
、
平
成
二

十
一
年
）
、
「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に
関
す
る
一
考
察

（
三
）
―
現
地
調
査
に
お
け
る
現
状
と
課
題
―
」
（
『
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』

第
45
号
、
平
成
二
十
四
年
）
、「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識

に
関
す
る
一
考
察
（
四
）
―
図
・
像
を
中
心
に
（Ⅰ

）
―
」
（
『
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研

究
報
告
』
第
48
号
、
平
成
二
十
七
年
）「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗

教
意
識
に
関
す
る
一
考
察
（
五
）
―
建
築
様
式
及
び
装
飾
備
品
を
中
心
に
（Ⅰ

）
―
」
（
『
北
九

州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
49
号
、
平
成
二
十
八
年
）
。
ま
た
、
前
稿
作
成
後
、
東
洋

文
庫
蔵
「O

p
e
ra

 sto
rich

e
 d

e
l P

. M
a

tte
o
 R

icci S
.I. 

」
（P

ie
tro

 T
a

cch
i V

e
n

tu
ri.

）
を

目
に
す
る
こ
と
が
出
来
、
本
書
簡
集
に
関
連
す
る
内
容
の
確
認
を
行
っ
た
。（
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
既
に
前
掲
『
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
一
』
６
２
３
頁
に
言
及
が
あ
る
。
） 

(2)
２
０
１
９
年
度
ま
で
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ｃ
）
の
助
成
を
受
け
、
課
題
名
「
１

６
世
紀
来
華
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
る
異
文
化
対
応
の
諸
相
―
「
利
瑪
竇
的
規
矩
」
の
内
実
と
展

開
―
」
に
よ
る
研
究
を
進
め
た
が
、
こ
の
課
題
名
に
あ
る
「
利
瑪
竇
的
規
矩
」
の
内
実
を
探
る

一
環
と
し
て
、
本
訳
稿
作
業
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、「
利
瑪
竇
的
規
矩
」
は
現
在
の

台
湾
な
ど
で
は
「
利
瑪
竇
規
矩
」
と
「
的
」
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
康
煕

帝
の
文
書
に
従
い
「
利
瑪
竇
的
規
矩
」
と
し
て
い
る
。 

 

『
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
書
簡
集
』(

訳
注
稿
）
本
文 

【
和
訳
】 

 

六 

（
リ
ッ
チ
よ
り
）
ロ
ー
マ
の
ア
ク
ア
ヴ
ィ
ヴ
ァ
総
会
長
神
父
へ 

 

一
五
八
五
年
十
月
二
十
日 

肇
慶
に
て 

 

イ
エ
ス 

マ
リ
ア 

 

キ
リ
ス
ト
の
内
な
る
き
わ
め
て
尊
敬
す
べ
き
神
父
へ 

 

願
わ
く
ば
主
の
恵
み
が
私
達
の
上
に
満
た
さ
れ
ん
事
を
。 

昨
年
と
同
じ
よ
う
な
、
私
た
ち
が
中
国
に
入
っ
て
建
造
し
た
邸
宅
の
こ
と
な
ど
を
報
告
す

る
手
紙
を
総
会
長
神
父
様
に
は
書
か
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
管
区
長
で
あ
る
ヴ
ァ

リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父
が
既
に
あ
な
た
に
報
告
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
で
す
の
で
、
我
々
は
一

再
な
ら
ず
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父
に
手
紙
を
送
り
、
そ
こ
か
ら
あ
な
た
に
改
め
て
伝
え
て
頂
こ

う
と
考
え
ま
し
た
。
現
在
、
我
々
が
得
た
の
は
、
何
日
か
以
内
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
戻
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
船
が
、
そ
の
出
発
前
に
マ
ラ
ッ
カ
に
到
着
す
る
と
の
情
報
で
す
。
も
し
、
私
の
手
紙
が

こ
の
船
に
預
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
年
を
経
ず
に
、
総
会
長
神
父
様
は
イ
ン
ド
布
教
区
の

状
況
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
神
に
任
せ
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

昨
年
は
、
幸
い
に
も
マ
カ
オ
会
院
の
院
長
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
・
カ
ブ
ラ
ル
神
父
に
我
々

の
小
さ
な
会
堂
を
視
察
頂
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
我
々
の
活
動
が
マ
カ
オ
会
院
の
管
轄
下
に
あ

る
か
ら
で
す
が
、
カ
ブ
ラ
ル
神
父
は
大
変
満
足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
カ
ブ
ラ
ル
神
父
の
意
義
深

い
お
話
は
、
特
に
異
教
徒
を
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
さ
せ
る
点
に
お
い
て
、
裨
益
さ
れ
る
こ
と
が

大
で
し
た
。
こ
の
方
面
に
お
い
て
カ
ブ
ラ
ル
神
父
は
か
つ
て
日
本
で
長
年
布
教
活
動
を
し
た
経

験
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
我
々
は
神
父
に
、
入
教
を
強
く
望
ん
で
い
る
二
人
の
う
ち
一
人
に
洗

礼
を
施
し
た
の
で
、
祝
福
を
与
え
て
欲
し
い
、
と
要
請
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、
神
父
様

に
は
、
以
前
お
送
り
し
た
中
国
語
文
の
『
天
主
実
録
』
と
合
わ
せ
て
、
中
国
語
文
の
『
天
主
経
』

『
聖
母
経
』
と
『
十
誡
』
を
お
送
り
し
ま
し
た
。 

 

中
国
で
は
、
新
し
い
本
を
出
版
す
る
際
、
当
地
の
高
級
官
僚
や
名
士
に
序
文
を
書
い
て
も

ら
い
、
著
者
に
敬
意
を
払
い
、
書
物
の
内
容
に
褒
め
言
葉
を
贈
っ
て
も
ら
う
と
い
う
習
慣
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
全
く
同
じ
で
す
。
そ
こ
で
、
我
々
は
当
地
の
統
治
者
で
あ

り
、
我
々
の
庇
護
者
で
も
あ
る
嶺
西
道
・
王
泮
氏
（
彼
は
、
去
年
「
肇
慶
府
」
の
統
治
者
で
あ

る
「
知
府
」
か
ら
嶺
西
道
に
昇
格
し
ま
し
た
）
に
序
文
を
書
い
て
頂
く
よ
う
に
依
頼
を
し
ま
し

た
。
す
べ
て
の
原
稿
が
印
刷
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
初
の
一
頁
目
だ
け
が
序
文
を
挿
入
す

る
た
め
に
保
留
状
態
で
し
た
。
王
泮
氏
は
我
々
の
『
天
主
実
録
』
を
読
ん
だ
後
、
大
変
喜
び
、

「
良
く
書
け
て
い
る
。
理
屈
も
も
っ
と
も
な
も
の
で
納
得
で
き
る
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
更
に

「
し
か
し
、
序
文
を
書
く
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
は
他
の
誰
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
物
に

は
ど
ん
な
序
文
も
必
要
で
は
な
く
、
こ
の
ま
ま
人
々
に
分
け
与
え
て
良
い
」
と
も
言
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
我
々
は
彼
に
そ
し
て
主
に
感
謝
し
な
が
ら
、
こ
の
『
天
主
実
録
』
と
い
う
書
物
に
よ

っ
て
、
主
の
聖
な
る
教
え
が
こ
の
（
中
国
と
言
う
）
地
に
広
ま
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。
こ
の

書
物
の
中
で
は
、
中
国
の
主
要
な
宗
教
思
想
を
弁
駁
し
、
す
べ
て
の
悪
行
と
罪
過
に
批
判
を
加

え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
我
々
が
と
て
も
恐
れ
て
い
た
の
は
、
以
前
人
々
、
特
に
そ
の

読
書
人
（
士
大
夫
）
層
や
官
吏
に
配
っ
た
際
、
こ
れ
ま
で
に
彼
ら
が
聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た

内
容
が
あ
っ
た
た
め
、
穏
当
で
な
い
と
い
う
批
評
を
得
る
こ
と
で
し
た
。
嶺
西
道
で
あ
る
王
泮

氏
が
我
々
の
会
堂
を
訪
問
し
に
来
た
際
、
往
々
に
し
て
毎
回
違
う
人
た
ち
と
一
緒
で
し
た
が
、

我
々
の
小
さ
な
邸
宅
と
そ
こ
に
置
い
て
い
る
器
物
、
書
籍
を
観
覧
し
、
そ
の
う
ち
何
冊
か
の
『
天
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主
実
録
』
を
持
ち
帰
る
こ
と
を
望
み
ま
し
た
。
彼
ら
が
敷
地
に
入
ろ
う
と
す
る
時
に
は
ま
ず
、

小
聖
堂
内
に
あ
る
救
い
主
（
キ
リ
ス
ト
）
の
像
に
向
か
っ
て
拝
礼
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
に
約
千
冊
の
『
天
主
実
録
』
を
配
り
ま
し
た
。
こ
の
土
地
の
人
々
が
救
い
を
得

ら
れ
る
た
め
に
行
っ
た
活
動
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
時
点
で
は
些
末
な
（
面
倒
） 

事
を
避
け
る
意
味
も
あ
っ
て
、
帰
依
し
た
の
は
十
二
名
の
み
で
す
。
中
国
人
の
多
く
は
精
進
料

理
を
食
べ
て
お
り
、
肉
や
魚
も
食
べ
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
は
長
年
魚
や
肉
食
を
せ
ず
に
念
仏
に
専

念
し
て
き
た
老
人
が
い
ま
す
が
、
聖
霊
降
臨
の
日
（
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
。
一
五
八
五
年
六
月
九
日
）

に
は
、
す
べ
て
の
書
物
と
偶
像
を
我
々
の
所
に
持
っ
て
き
て
、
焼
却
し
ま
し
た
。
彼
は
は
っ
き

り
と
「
こ
れ
ま
で
の
自
分
は
間
違
っ
て
い
た
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。
今
は
、
天
主
聖
経
や
聖
母

経
、
教
会
の
要
理
（
問
答
）
な
ど
の
学
習
に
精
励
し
、
聖
パ
ウ
ロ
の
記
念
日
（
六
月
三
〇
日
）

に
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
洗
礼
名
は
パ
ウ
ロ
で
す
。
二
人
目
は
聖
母
被
昇
天
の
日

（
八
月
一
五
日
）
に
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。
更
に
も
う
一
人
、
重
要
な
六
十
代
の
信
徒
が
い
ま

す
が
、
彼
の
息
子
と
そ
の
妻
、
そ
し
て
孫
た
ち
は
み
な
一
緒
に
受
洗
し
ま
し
た
。
私
は
こ
の
善

良
な
老
人
の
洗
礼
名
を
「
ニ
コ
ラ
」
と
し
、
彼
は
受
洗
後
も
引
き
続
き
教
会
で
の
真
理
を
聞
く

こ
と
を
維
持
し
て
い
ま
し
た
。
最
初
の
日
、
我
々
は
彼
が
天
主
経
と
聖
母
経
の
意
味
を
知
り
た

い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
彼
は
誰
か
か
ら
借
り
て
『
天
主
実
録
』
を
読
ん
だ
の
で
す

が
、
惜
し
い
こ
と
に
理
解
が
半
端
で
し
た
。
神
父
様
、
お
喜
び
下
さ
い
。
我
々
が
彼
に
「
主
の

こ
と
」
に
つ
い
て
講
義
を
し
て
い
た
時
、
彼
は
感
動
し
て
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
彼
や
そ
の

他
の
入
教
を
希
望
す
る
人
た
ち
と
共
に
、
毎
日
曜
（
主
日
）
の
ミ
サ
に
参
加
し
て
い
た
の
で
す

が
、
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
テ
ー
ヴ
ェ
レ
河(

１)

の
三
、
四
倍
も
川
幅
の
あ
る
西
江
の
対
岸
に

住
ん
で
い
る
の
で
、
数
十
里
の
道
を
歩
く
必
要
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
に
、
で
す
。 

 

あ
る
日
、
こ
の
老
人
は
我
々
を
彼
の
自
宅
に
招
待
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
当
日
、

彼
の
到
着
が
遅
れ
た
た
め
、
我
々
は
他
の
用
事
で
船
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、
陸
地
か
ら
ま
だ

そ
う
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
い
ま
し
た
。
彼
は
我
々
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
が
っ
か
り
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
時
突
然
に
わ
か
雨
が
降
っ
て
き
て
、
彼
が
川
べ
り
ま
で
走
り
寄
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、

遠
く
か
ら
我
々
を
発
見
し
、
両
足
を
跪
い
て
主
に
感
謝
を
さ
さ
げ
、
繰
り
返
し
地
面
に
叩
頭
し

て
、
我
々
に
彼
の
自
宅
に
来
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
し
た
。
彼
の
自
宅
に
着
い
た
後
、
そ
こ
に

は
ま
る
で
親
子
が
競
い
合
う
よ
う
に
多
く
の
祭
壇
が
あ
る
の
を
見
つ
け
、
彼
ら
の
信
仰
が
真
に

敬
虔
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
か
の
地
の
田
舎
で
取
れ
た
と
て
も
豊

か
な
昼
ご
飯
で
我
々
を
も
て
な
し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、（
残
念
な
が
ら
）
い
く
つ
か
の
料

理
は
我
々
の
口
に
は
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
彼
ら
の
真
心
か
ら
出
た
も
て
な
し
で
し
た
の
で
、

我
々
は
大
変
慰
め
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
我
々
を
喜
ば
せ
た
の
は
、
そ
の
場
に
集
ま
っ
て
く
れ
た
、

彼
の
息
子
と
娘
を
除
く
人
た
ち
、
義
理
の
息
子
や
孫
な
ど
が
皆
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
（
要
理
）

の
学
習
に
努
め
、
受
洗
の
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
の
老
人
は
私
に
「
全
部
で
二
十
名

あ
ま
り
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
は
そ
の
日
に
一
族
全
員
に
洗
礼
を
施
す
よ
う
に

求
め
、
更
に
は
家
の
外
に
い
る
嫁
い
だ
娘
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
大
声
で
非
難
し
て
こ
う
言
い
ま

し
た
「
今
日
、
お
前
が
洗
礼
を
受
け
な
け
れ
ば
、
い
つ
、
神
父
様
た
ち
は
お
前
の
家
に
来
て
洗

礼
を
施
す
時
間
が
で
き
る
と
い
う
の
だ
」
と
。
我
々
は
彼
を
落
ち
着
か
せ
、
彼
に
「
信
仰
に
関

す
る
色
々
な
問
題
に
関
す
る
試
験
を
通
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
」
と
伝
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
彼
ら
は
ま
す
ま
す
一
生
懸
命
勉
強
し
、
そ
の
後
、
肇

慶
の
教
堂
に
や
っ
て
き
て
、
一
家
全
員
で
受
洗
し
ま
し
た
。 

 

多
く
の
人
々
が
こ
の
『
天
主
実
録
』
を
求
め
て
や
っ
て
き
て
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
真
理
に

理
解
を
示
し
ま
し
た
。
あ
る
日
、
一
人
の
武
官
が
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
彼
は
広
東
省
の
軍
隊

の
首
領
で
あ
り
、
我
々
に
対
し
て
大
変
礼
儀
正
し
く
、
中
国
人
が
一
般
的
に
地
位
の
あ
る
人
々

に
示
す
礼
節
で
も
あ
る
、
我
々
の
下
座
に
座
り
、
そ
の
上
何
度
も
、
跪
い
て
我
々
に
教
え
を
請

う
た
の
で
す
。
彼
が
行
っ
た
こ
の
動
作
は
、
他
の
人
間
が
彼
の
目
の
前
で
す
る
こ
と
と
全
く
同

じ
で
し
た
。
彼
は
、「
自
分
は
広
東
省
に
住
ん
で
い
て
、
救
い
に
関
す
る
教
え
を
聞
き
た
い
」
と

言
い
、
奉
献
金
と
し
て
三
、
四
元
ほ
ど
を
寄
付
し
て
い
き
ま
し
た
。
も
う
一
人
は
こ
の
省
の
最

高
位
の
官
吏
で
、
彼
は
我
々
に
「
西
方
の
聖
人
の
教
え
を
聞
い
て
み
た
い
」
と
い
う
書
簡
を
送

っ
て
き
ま
し
た
。
彼
が
言
う
に
は
、
「
昔
、
中
国
に
伝
わ
っ
た
（
「
仏
教
」
）
が
、 

今
で
は
腐
敗
堕
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
そ
う
で
、
我
々
に
は
と
て
も
丁
寧
に
接
し
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
我
々
も
『
天
主
実
録
』
一
冊
を
彼
に
贈
り
、
そ
の
返
事
の
中
に
「
こ
の

世
界
の
救
い
主
に
関
す
る
教
え
、
つ
ま
り
「
聖
経
（
聖
書
）
」
は
ま
だ
中
国
語
に
は
翻
訳
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
暫
定
的
に
こ
の
「
要
理
問
答
（
で
あ
る
『
天
主
実
録
』
）
」
を
贈
り
ま
す
。
こ
の

中
に
は
教
会
の
教
え
に
関
す
る
教
え
、
例
え
ば
「
天
主
経
」
や
「
聖
母
経
」
な
ど
が
少
な
か
ら

ず
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か

ご
笑
納
く
だ
さ
い
」
と
書
い
て
伝
え
ま
し
た
。 

 
 

中
国
に
近
い
「
越
南
（
ベ
ト
ナ
ム
）
」
は
、
中
国
の
属
国
な
の
で
、
朝
貢
の
た
め
の
使
節
を

送
っ
て
き
ま
す
。
あ
る
日
、
そ
の
使
節
が
我
々
の
会
院
を
訪
れ
、
銀
二
両
を
奉
献
し
、
お
香
も

祭
壇
の
上
で
灯
し
て
く
れ
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
我
々
を
称
賛
す
る
詩
も
吟
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

彼
ら
が
用
い
る
文
字
は
中
国
と
全
く
同
じ
も
の
で
し
た
。
彼
ら
は
『
天
主
実
録
』
を
北
京
ま
で

の
朝
貢
に
携
帯
し
、
そ
の
後
は
祖
国
に
も
持
っ
て
帰
り
、
人
々
に
読
ん
で
も
ら
う
よ
う
で
す
。 
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神
父
様
。
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
我
々
の
会
院
に
ど
れ
だ
け
多
く
の
読
書
人
（
士
大
夫
層
）

や
高
級
官
僚
、
貴
族
が
参
観
に
や
っ
て
く
る
か
を
。
我
々
の
友
人
で
あ
り
庇
護
者
で
も
あ
る
嶺

西
道
尹
で
あ
っ
た
王
泮
氏
が
広
東
省
と
江
西
省
な
ど
を
治
め
る
提
督
に
昇
任
し
た
こ
と
に
よ
り
、

彼
が
関
係
を
持
つ
多
く
の
要
人
も
、
我
々
を
訪
問
し
に
来
ま
す
。
我
々
の
「
西
洋
式
邸
宅
」
は
、

中
国
に
お
け
る
「
珍
奇
な
風
景
の
一
つ
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
あ
る
ど
ん
な
も
の
も
、
例
え
ば
ド

ア
や
窓
、
ス
プ
ー
ン
、
物
入
れ
、
そ
し
て
建
物
全
体
と
我
々
自
身
が
彼
ら
に
と
っ
て
は
「
す
べ

て
新
奇
な
も
の
」
と
映
る
よ
う
で
す
。
我
々
も
ま
た
、
訪
問
し
て
く
る
全
て
の
人
々
、
高
級
官

僚
や
貴
族
な
ど
地
位
の
あ
る
人
は
無
論
、
貧
し
い
人
々
に
も
礼
儀
を
持
っ
て
接
待
し
て
い
ま
す
。 

 

外
国
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
警
戒
心
を
持
た
ず
、
と
て
も
親
切
に
し
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
と
て
も
多
く
の
人
が
、
我
々
（
西
洋
人
）
は
、
彼
ら
（
中
国
人
）
と
ほ
と
ん
ど
異

な
る
と
こ
ろ
が
な
い
、
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
中
に
は
、
傲
慢
で
プ
ラ
イ
ド
が
高
い
人
も
少

な
か
ら
ず
い
ま
す
。
我
々
は
法
律
を
除
い
て
は
、
彼
ら
す
べ
て
に
謙
譲
の
姿
勢
を
示
し
て
い
ま

す
。
彼
ら
も
ま
た
、
彼
ら
自
身
に
我
々
よ
り
良
い
点
が
な
い
場
合
は
、
我
々
に
謙
譲
の
姿
勢
を

示
し
て
く
れ
ま
す
。 

中
国
の
宗
教
思
想
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
紙
幅
を
浪
費
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
簡
単

に
述
べ
ま
す
。
上
層
社
会
に
属
す
る
人
々
は
み
な
「
エ
ピ
キ
ュ
ロ
ス
派
（
享
楽
主
義
者
）
」
の
よ

う
で
、
名
称
的
に
は
異
な
り
ま
す
が
、
法
律
上
や
世
論
上
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
理
解
は
的
確
ｎ

だ
と
思
い
ま
す
。
下
層
社
会
に
属
す
る
人
々
は
霊
魂
の
不
死
不
滅
な
ど
を
認
め
て
い
る
よ
う
で

す
の
で
「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
派
」
に
属
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
そ
れ
は
彼
ら
が
、
肉
や
魚
を
食
べ

る
と
も
う
一
つ
の
（
死
後
の
）
世
界
で
禽
獣
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
し
ま
う
、
ま
た
禽
獣
が
人
間

に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
輪
廻
（
転
生
）
を
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
ら
の
思
想
は
か
な

り
早
い
時
期
（
の
大
昔
）
に
中
国
に
伝
来
し
た
よ
う
で
す
が
、
は
っ
き
り
と
い
つ
な
の
か
は
調

査
す
べ
き
史
料
も
な
い
た
め
、
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
教
え
が
、
中
国
で
崇
拝
さ

れ
、
名
前
と
形
を
持
っ
て
、
中
国
人
に
畏
怖
さ
れ
て
い
る
悪
魔
（
魔
鬼
）
の
仕
業
で
あ
る
こ
と

は
全
く
疑
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
年
も
ま
た
、
少
な
く
な
い
困
難
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
つ
も
主
が
我
々
を
お

救
い
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
我
々
が
最
も
心
配
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
国
の
皇
帝

が
発
出
し
た
一
つ
の
詔
勅
で
す
。
そ
れ
に
は
「
中
国
に
布
教
活
動
に
来
た
神
父
は
、
山
賊
や
盗

賊
よ
り
も
更
に
悪
人
で
あ
り
、
放
蕩
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
間

は
元
々
他
の
省
で
生
ま
れ
た
山
賊
や
盗
賊
な
の
で
す
が
、
頭
髪
を
剃
っ
て
、
僧
侶
の
ふ
り
を
し
、

他
の
省
に
や
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
お
金
を
使
っ
て
い
く
つ
か
の
寺
院
を
建
て
、
自
分

た
ち
で
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
の
寺
院
の
在
る
場
所
を
通
る
お
金
持
ち
は
み
な
お

金
を
奪
わ
れ
殺
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
悪
行
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
端
的
に
こ

れ
ら
の
寺
院
は
、
人
殺
し
と
盗
人
の
巣
窟
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
す
。
彼
ら
は
あ
る
寺
院
に
拠

点
を
構
え
る
と
他
の
新
し
く
建
設
さ
れ
た
寺
院
に
指
示
を
出
し
、
悪
事
の
限
り
を
尽
く
し
ま
す
。

も
し
、
彼
ら
の
許
し
を
得
ず
に
勝
手
に
行
動
す
る
領
袖
が
い
れ
ば
、
彼
ら
は
髪
の
毛
を
伸
ば
さ

れ
、
領
袖
の
地
位
を
は
く
奪
さ
れ
還
俗
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
以
前
、
二
回
ほ
ど
地
方
官
吏
に
皇
帝

の
詔
勅
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
最
も
心
配
し
た
の
は
、
嶺
西
道
尹

で
あ
る
王
泮
氏
が
使
用
人
を
よ
こ
し
て
我
々
に
、
彼
自
ら
が
書
き
贈
っ
て
く
れ
た
、
字
体
も
美

し
い
「
僊
化
寺
」
と
い
う
寺
院
の
扁
額
を
外
す
、
と
告
げ
さ
せ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
既
に
昨
年
の
五
月
三
十
日
に
、
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
神
父
が
報
告
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

主
に
感
謝
し
ま
す
。
皇
帝
か
ら
、
一
つ
目
の
詔
勅
を
取
り
消
す
二
つ
目
の
詔
勅
が
発
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
皇
后
が
、
皇
帝
が
最
初
の
詔
勅
を
実
行
す
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
た
め

だ
そ
う
で
す
。
私
は
、
こ
の
こ
と
は
「
聖
母
マ
リ
ア
」
が
、
こ
の
巨
大
な
中
国
に
わ
ず
か
に
存

在
す
る
我
々
の
会
堂
が
没
収
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
、
深
く
信
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
嶺
西
道
尹
で
あ
る
王
泮
氏
は
我
々
に
「
即
刻
、
僊
化
寺
の
扁
額
を
再
掲

示
す
る
よ
う
に
」
と
言
い
つ
け
ま
し
た
。
神
父
、
お
分
か
り
に
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ど
れ

だ
け
の
人
々
が
我
々
を
目
の
敵
に
し
た
り
反
対
し
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
会
を
敵
視
し
て
い
る
の

か
。
一
つ
の
良
く
な
い
事
例
に
よ
っ
て
、
そ
の
他
の
幾
千
幾
万
の
同
類
の
者
が
、
彼
ら
が
伴
っ

て
い
る
召
使
い
と
共
に
、
皆
処
罰
を
受
け
て
い
る
の
で
す
。 

 

昨
年
、
我
々
は
管
区
長
で
あ
る
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父
に
手
紙
を
送
り
、
こ
の
会
堂
が
と

て
も
平
穏
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
三
つ
の
省
で
行
わ
れ
る
（
科
挙
の
）
会
試
も
既
に

終
わ
り
、
そ
れ
ら
に
合
格
し
た
人
々
は
上
司
の
指
示
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
地
に
赴
き
ま
し

た
。
ま
る
で
（
マ
タ
イ
の
福
音
書
（
二
〇-

１
）
に
あ
る
）「
ブ
ド
ウ
園
の
農
夫
の
た
と
え
」
の
よ

う
で
す
。
今
年
の
八
月
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
出
身
の
二
人
の
神
父
が
到
着
し
ま
し
た
。
一
人
は

デ
ュ
ア
ル
テ
・
サ
ン
デ
神
父
、
も
う
一
人
は
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
神
父
で
す
。
サ
ン
デ

神
父
は
年
齢
を
重
ね
た
債
特
豊
か
な
方
で
、
本
教
区
の
最
高
位
を
任
さ
れ
、
ア
ル
メ
イ
ダ
神
父

を
伴
と
し
て
来
ら
れ
た
の
で
す
。
彼
ら
を
中
国
の
内
地
に
入
ら
せ
る
の
に
は
か
な
り
の
手
間
が

か
か
り
ま
し
た
。
中
国
官
府
の
許
可
を
得
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
二
度
も
拒

否
さ
れ
ま
し
た
。
一
度
は
嶺
西
道
尹
で
あ
る
王
泮
氏
に
、
も
う
一
度
は
肇
慶
知
府
で
あ
る
鄭
一

麟
に
、
で
す
。
最
終
的
に
は
、
主
の
祝
福
に
あ
ず
か
っ
て
、
二
人
と
も
前
後
し
て
中
国
の
内
陸

に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
に
許
さ
れ
た
の
は
我
々
に
会
う
こ
と
だ
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け
で
、
こ
こ
に
留
ま
る
こ
と
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ま
た
マ
カ
オ
へ
引
き
返
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
嶺
西
道
尹
で
あ
る
王
泮
氏
自
身
に
次
の
よ
う
に
上
書
し
ま
し

た
。「
サ
ン
デ
神
父
は
我
々
の
親
族
で
あ
り
、
兄
弟
よ
り
も
絆
は
深
く
、
彼
は
我
々
に
会
う
た
め

に
三
年
も
か
け
て
海
を
渡
っ
て
き
ま
し
た
。
今
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻
る
船
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

あ
な
た
様
に
は
特
に
彼
が
我
々
と
長
く
こ
の
地
に
留
ま
る
許
可
を
頂
き
た
い
の
で
す
」
と
。
知

府
は
こ
の
内
容
に
不
満
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
が
許
可
し
た
の
は
二
か
月
だ
け
の
滞
在
で
し
た
。

ア
ル
メ
イ
ダ
神
父
に
対
し
て
も
許
可
し
た
の
は
船
を
待
つ
一
定
期
間
の
み
で
し
た
。 

 

中
国
明
王
朝
の
一
つ
の
習
慣
と
し
て
、
高
位
に
あ
る
官
吏
は
、
三
年
に
一
度
、
北
京
に
い

る
皇
帝
陛
下
に
拝
謁
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
ま
さ
に
そ
の
年
で
す
の
で
、
総
督
と

知
府
は
年
の
初
め
か
ら
、
ど
の
様
に
し
て
北
京
に
行
く
こ
と
が
適
切
な
の
か
協
議
を
重
ね
て
い

ま
し
た
。
あ
る
日
、
彼
ら
は
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
我
々
の
会
堂
に
来
訪
し
ま
し
た
。
ル
ッ
ジ

ェ
ー
リ
神
父
は
、
こ
の
機
会
を
活
か
そ
う
と
、
彼
ら
に
一
緒
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

頼
み
ま
し
た
。
王
泮
氏
は
一
緒
に
来
た
伴
の
高
官
た
ち
と
意
見
を
交
換
し
、
そ
の
場
で
承
諾
し

て
く
れ
ま
し
た
。
何
日
か
た
っ
て
、
ま
た
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
神
父
が
北
京
行
き
の
こ
と
を
話
題
に

し
た
時
、
嶺
西
道
尹
か
ら
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
神
父
に
「
私
が
一
緒
に
連
れ
て
行
け
る
の
は
浙
江
省

と
湖
広
省
の
所
ま
で
で
、
こ
の
二
つ
の
省
は
南
京
か
ら
も
遠
く
な
い
の
で
、
自
分
た
ち
で
行
っ

て
も
良
い
」
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
年
は
北
京
と
南
京
に
行
く
の
は
時
宜
を
得
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
頃
、
西
洋
人
を
帯
同
し
て
中
国
に
入
っ
た
官
吏
が
、「
封
疆

大
員
（
明
代
の
都
指
揮
使
）
」
で
し
た
が
、
刑
事
罰
を
受
け
て
い
た
か
ら
で
す
。
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ

神
父
は
そ
こ
で
ま
ず
は
上
述
の
二
つ
の
省
に
行
っ
て
見
物
を
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
ル
ッ

ジ
ェ
ー
リ
神
父
が
先
に
広
州
に
行
っ
て
ア
ル
メ
イ
ダ
神
父
の
到
着
を
待
ち
、
合
流
し
て
か
ら
彼

を
伴
っ
て
旅
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
彼
ら
が
神
父
様
に
報
告
し
て
い
る
こ
と
と
信
じ
ま
す
。
こ
の
旅

行
で
は
ど
こ
か
に
新
し
い
会
堂
を
建
設
で
き
な
い
か
と
探
し
た
た
め
、
三
ケ
月
を
要
し
ま
し
た
。

毎
年
二
回
、
広
州
で
は
商
売
の
市
が
立
ち
ま
し
た
が
、
こ
の
取
引
の
際
に
は
ア
ル
メ
イ
ダ
神
父

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
と
一
緒
だ
っ
た
の
で
、
比
較
的
安
全
に
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

我
々
は
既
に
イ
ン
ド
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
管
区
長
で
あ
る
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父
に
助
手
を
派

遣
し
て
頂
く
よ
う
手
紙
を
送
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
我
々
に
は
多
く
の
計
画
が
あ
り
、
ま
た
他

の
地
方
の
民
衆
に
も
奉
仕
す
る
た
め
で
す
。 

神
父
様
、
我
々
に
は
助
手
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
愛
情
と
忍
耐
心
に
富
ん
だ
人
で
初
め
て

務
ま
り
ま
す
。
中
国
で
は
そ
の
二
つ
の
徳
が
と
て
も
重
要
視
さ
れ
る
の
で
す
が
、
私
に
は
そ
れ

が
欠
け
て
い
る
の
で
す
。 

 

肇
慶
に
あ
る
私
達
の
建
物
は
素
晴
ら
し
い
場
所
に
あ
り
、
瞬
く
間
に
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

我
々
が
持
っ
て
い
る
様
々
な
器
物
、
例
え
ば
、
三
菱
鏡
や
聖
な
る
像
な
ど
に
物
珍
し
さ
を
感
じ

な
い
人
は
お
ら
ず
、
ま
た
小
さ
く
て
精
巧
な
物
入
れ
に
は
、
大
き
く
は
な
い
で
す
が
、
多
く
の

人
の
興
味
を
引
く
た
め
、
と
て
も
遠
い
土
地
か
ら
見
に
来
ま
す
。
も
し
、
神
父
様
が
我
々
に
何

か
物
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
れ
ば
、
首
に
掛
け
ら
れ
る
小
さ
な
時
計
を
お
願
い
し
ま
す
。

反
対
に
、
キ
リ
ス
ト
の
苦
難
に
関
す
る
聖
像
の
類
は
不
要
で
す
。
彼
ら
に
は
そ
の
意
味
が
ま
だ

理
解
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
そ
れ
故
、
我
々
に
と
っ
て
は
主
に
奉
仕
す
る
最
高
の
道
具

と
な
り
ま
す
。 

 

主
の
恩
寵
の
お
か
げ
で
、
私
は
健
康
で
す
。
今
は
も
う
通
訳
を
通
さ
ず
に
直
接
、
中
国
人

と
ど
ん
な
こ
と
で
も
話
せ
ま
す
し
、
漢
字
を
用
い
て
書
い
た
り
読
み
あ
っ
た
り
で
き
て
い
る
の

で
と
て
も
意
を
強
く
し
て
い
ま
す
。
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
か
。
今
、
私
は
あ
な
た
た
ち
に
『
中

国
の
簡
単
な
紹
介
』
と
い
う
本
を
送
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ま
だ
中
国
の
首
都
で
皇

帝
の
い
る
北
京
が
、
北
方
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
な
ど
の
経
緯
度
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

書
物
に
は
北
京
や
工
程
に
関
す
る
地
図
が
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
は
非
常
に
詳
細
に
描

か
れ
て
は
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
経
緯
度
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

昨
年
、
私
は
神
父
様
に
中
国
語
で
の
説
明
を
付
し
た
世
界
地
図
を
送
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

王
泮
氏
が
両
広
総
督
で
あ
っ
た
頃
、
彼
の
邸
宅
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
中
に
は
誤
り

も
あ
り
ま
し
た
が
、
中
国
人
が
こ
の
種
の
世
界
地
図
を
見
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
同
じ
よ
う
な
世
界
地
図
を
三
枚
描
き
ま
し
た
が
、
す
べ
て
に
中
国
語
で
の
解
説
を
付

し
、
一
つ
は
当
時
知
府
だ
っ
た
王
泮
氏
に
、
一
つ
は
広
東
省
の
兵
備
道
に
、
一
つ
は
あ
る
文
人

に
贈
り
ま
し
た
。
今
現
在
、
更
に
別
の
も
う
一
枚
を
作
成
中
で
す
。
こ
れ
に
は
極
力
詳
細
な
情

報
を
描
き
こ
も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
参
考
に
で
き
る
書
物
が
こ
こ
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
彼
ら
が
持
っ
て
い
る
者
よ
り
は
は
る
か
に
良
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
こ
の
よ
う
な
些
末
な
こ
と
に
忙
殺
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
大
切
な
こ
と
は
他

の
人
に
任
せ
て
い
ま
す
。 

 
こ
こ
で
の
仕
事
が
長
く
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
が
、
私
に
は
少
な
く
な
い
欠
点
が

あ
る
の
で
す
。
そ
れ
で
も
、
こ
こ
に
長
く
と
ど
ま
り
業
務
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
神

父
様
。
主
の
愛
が
あ
な
た
の
神
聖
な
祈
り
と
聖
な
る
祭
り
に
よ
っ
て
、
私
を
恵
み
、
こ
の
き
わ

め
て
重
要
な
布
教
区
の
助
け
と
な
ら
ん
こ
と
を
願
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
地
球
上
す
べ
て
の

同
志
が
私
の
た
め
に
祈
り
、
あ
な
た
の
祝
福
に
あ
ず
か
ら
ん
こ
と
を
祈
り
ま
す
。 
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あ
な
た
の
主
と
共
に
あ
る
不
肖
の
弟
子 

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ 

 【
中
国
語
・
原
文
】 

六
、
致
羅
馬
総
会
長
阿
桂
委
瓦
神
父
書 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
五
八
五
年
十
月
二
十
日 

撰
於
肇
慶
会
院 

耶
穌 
瑪
利
亜 

 
 

 

在
基
督
内
極
可
敬
的
神
父
： 

 

願
基
督
的
平
安
常
充
満
我
們
心
霊
！ 

 

如
同
去
年
一
様
、
我
本
決
定
不
給
您
写
信
、
報
告
我
們
在
中
国
所
建
造
房
舎
等
事
、
而
譲

省
会
長
范
礼
安
神
父
給
您
報
告
、
因
為
我
們
不
時
給
他
去
信
、
然
後
他
再
転
告
給
您
。
目
前
我

獲
知
幾
天
後
、
将
有
船
隻
開
往
麻
六
甲
、
且
在
欧
州
船
隻
開
回
葡
萄
牙
前
到
達
、
假
使
我
的
信

能
趕
上
這
條
船
的
話
、
這
様
不
到
一
年
、
您
便
可
收
到
有
関
印
度
伝
教
区
的
消
息
。
否
則
就
只

有
聴
天
由
命
了
。 

 

去
年
您
知
道
我
們
有
幸
承
蒙
澳
門
会
院
院
長
加
布
拉
列
神
父
視
察
我
們
這
座
省
会
院
、
因

為
我
們
是
澳
門
会
院
管
轄
。
加
院
長
対
我
們
非
常
満
意
、
我
們
由
他
良
好
的
談
話
獲
益
匪
浅
、

尤
其
在
帰
化
外
教
人
方
面
。
他
在
這
方
面
経
験
豊
富
、
因
為
他
曽
在
日
本
伝
教
多
年
。
我
們
曽

特
請
他
給
我
們
両
位
甚
有
希
望
的
望
教
者
之
一
施
洗
、
為
此
還
慶
祝
一
番
。
我
們
曽
給
您
寄
一

本
中
文
「
天
主
実
録
」
、
伴
同
中
文
天
主
経
、
聖
母
経
和
十
誡
、
希
望
您
会
感
到
満
意
。 

 

在
中
国
有
一
種
習
俗
、
凡
出
版
一
本
新
書
、
要
請
地
方
官
吏
或
社
会
名
流
撰
一
序
言
、
対

作
者
恭
維
一
下
、
対
其
内
容
也
褒
奨
一
番
、
這
和
欧
州
一
模
一
様
。
所
以
我
們
便
請
嶺
西
道
王

泮
撰
写
、
他
是
我
們
這
裏
的
保
護
者
、
去
年
自
肇
慶
知
府
升
任
嶺
西
道
。
一
切
印
妥
、
只
缺
首

頁
、
便
是
将
印
序
言
而
保
留
的
。
他
看
了
我
們
的
「
天
主
実
録
」
後
、
非
常
高
興
説
‥
写
得
不

錯
、
理
由
也
充
足
、
但
他
称
不
能
撰
写
序
言
、
似
乎
別
人
也
不
能
撰
写
。
並
謂
它
不
需
要
什
麼

序
言
、
就
這
様
分
送
給
百
姓
者
即
可
。
因
此
我
們
感
謝
他
、
也
感
謝
天
主
、
希
望
這
本
「
天
主

実
録
」
能
使
天
主
的
聖
教
在
這
塊
土
地
上
伝
播
。
在
其
中
我
們
曽
辯
駁
中
国
主
要
的
宗
教
思
想
、

也
対
中
国
所
有
的
種
種
悪
行
與
罪
愆
加
以
斥
責
。
対
此
我
們
原
非
常
害
怕
、
曽
把
它
分
散
給
百

姓
、
尤
其
読
書
人
與
官
吏
、
直
到
今
天
尚
未
聴
聞
有
人
批
評
其
中
有
不
妥
処
。
当
嶺
西
道
尹
来

会
院
拝
訪
我
們
時
、
也
往
往
帯
別
人
一
塊
来
、
参
観
我
們
的
房
舎
與
其
中
的
器
物
、
書
籍
、
曽

要
幾
本
「
天
主
実
録
」
回
去
。
他
和
同
行
的
人
一
進
門
、
先
向
我
們
小
聖
堂
中
的
救
主
像
行
礼
。 

 

我
們
迄
今
発
出
去
的
「
天
主
実
録
」
約
有
一
千
冊
。
我
們
為
這
塊
土
地
上
人
的
得
救
所
做

得
並
不
多
、
直
到
目
前
、
為
避
免
発
生
枝
節
只
帰
化
了
十
二
位
教
友
。
中
国
許
多
人
吃
齋
、
肉

魚
皆
不
食
。
這
裏
有
一
人
多
年
吃
齋
念
仏
、
在
聖
神
降
臨
那
一
天
（
一
五
八
五
年
六
月
九
日
）
、

把
他
所
有
的
書
籍
與
偶
像
一
塊
交
給
我
們
焚
焼
。
他
声
明
自
己
過
去
錯
了
。
如
今
勤
謹
学
習
天

主
経
、
聖
母
経
及
教
会
的
要
理
、
在
聖
保
禄
記
念
日
―
六
月
三
十
日
這
天
受
洗
、
故
取
聖
名
保

禄
。
第
二
位
是
在
聖
母
升
天
日
領
的
洗
。
還
有
一
位
重
要
的
教
友
年
六
十
許
、
和
他
的
兒
子
、

兒
媳
及
孫
兒
一
起
受
了
洗
。
我
們
為
這
位
善
良
的
老
人
取
聖
名
為
尼
各
老
、
他
仍
堅
持
要
継
続

聴
教
会
的
道
理
。
第
一
天
我
們
便
発
現
他
希
望
知
道
天
主
経
與
聖
母
経
的
意
義
、
有
人
借
他
「
天

主
実
録
」
看
、
可
惜
他
只
懂
一
半
。
神
父
！
您
応
当
很
高
興
、
当
我
們
給
他
講
解
天
主
的
事
情

時
、
他
感
動
得
流
涙
。
他
和
其
他
望
教
者
在
主
日
来
望
弥
撤
、
要
走
幾
十
里
路
、
住
在
西
江
対

岸
、
這
條
西
江
要
比
台
伯
河
寛
三
、
四
倍
。 

 

一
天
這
位
老
人
決
定
請
我
們
到
家
裏
。
因
為
他
来
遅
了
、
当
時
我
們
為
其
它
的
事
正
船
上
、

但
距
陸
地
不
遠
。
他
因
找
不
到
我
們
而
頽
喪
、
忽
然
驟
雨
来
襲
、
他
便
跑
到
江
辺
、
遠
遠
看
見

我
們
、
便
双
膝
跪
地
感
謝
天
主
、
連
連
叩
首
至
地
、
又
強
請
我
們
到
他
家
去
。
到
後
、
発
現
他

家
有
許
多
祭
台
、
好
像
父
子
比
賽
似
的
、
由
此
可
以
看
出
它
們
真
虔
誠
啊
！
後
来
以
郷
下
豊
盛

的
午
飯
招
待
我
們
、
雖
然
有
些
菜
不
合
我
們
的
口
味
、
但
由
於
出
自
他
的
誠
意
、
因
此
我
們
感

到
非
常
快
慰
。
使
我
們
更
高
興
的
是
他
家
集
満
了
人
、
除
了
他
的
兒
子
、
女
兒
外
、
尚
有
女
婿
、

外
孫
等
、
都
勤
謹
学
習
要
理
、
準
備
接
受
洗
礼
。
老
先
生
告
訴
我
計
二
十
余
口
。
他
請
求
当
天

給
他
們
全
家
付
洗
、
還
大
声
斥
責
他
已
出
嫁
的
女
兒
、
当
時
在
門
外
、
説
‥
「
今
天
你
如
不
受

洗
、
什
麼
時
候
神
父
有
空
能
到
你
家
給
你
付
洗
啊
！
」
我
們
便
安
慰
他
、
勧
他
説
在
没
有
対
信

仰
種
種
問
題
考
験
通
過
後
是
不
能
受
洗
的
。
因
此
他
們
更
加
緊
学
習
、
後
来
一
天
来
到
肇
慶
聖

堂
裏
、
全
家
都
受
了
洗
。 

 

很
多
人
来
要
這
冊
「
天
主
実
録
」
、
対
其
中
的
道
理
也
多
明
白
了
。
一
天
来
了
一
位
武
官
、

他
是
広
東
軍
隊
首
領
、
対
我
們
非
常
有
礼
、
坐
在
我
們
下
面
、
這
是
中
国
人
在
有
地
位
的
人
前

応
有
的
礼
節
、
還
不
時
跪
地
向
我
們
請
教
‥
他
所
做
的
正
是
別
人
在
他
面
前
該
当
做
的
。
他
謂

‥
本
人
住
在
広
州
、
願
聴
有
関
得
救
的
道
理
。
臨
行
還
捐
三
、
四
塊
銭
、
作
為
献
儀
。
另
一
位

是
該
省
最
高
的
官
吏
、
他
致
書
給
我
們
、
願
聴
聴
西
方
「
聖
人
」
的
道
理
。
他
謂
古
時
曽
伝
入

中
国
、
但
目
前
腐
敗
落
伍
了
、
対
我
們
也
非
常
客
気
有
礼
‥
因
此
我
們
給
他
寄
了
一
本
「
天
主

実
録
」
、
並
回
信
告
訴
他
世
界
救
主
的
教
義
―
聖
教
尚
未
訳
為
中
文
、
因
此
暫
寄
給
他
這
冊
「
要

理
問
答
」
、
其
中
包
括
不
少
有
関
教
会
的
道
理
、
天
主
経
與
聖
母
経
等
、
可
以
窺
知
一
、
二
、
敬

請
笑
納
。 

 

靠
近
中
国
的
越
南
為
中
国
的
藩
属
、
曽
派
使
節
来
華
進
貢
。
一
日
来
会
院
訪
問
我
們
、
並

奉
献
銀
両
、
也
献
香
以
便
在
祭
台
上
点
燃
、
並
吟
詩
称
揚
我
們
、
所
用
的
字
体
完
全
是
中
国
的
。
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臨
行
帯
走
不
少
「
天
主
実
録
」
、
以
便
帯
到
北
京
與
他
們
的
祖
国
、
呈
人
閲
読
。 

 

神
父
！
您
不
知
毎
天
有
多
少
読
書
人
與
顕
貴
来
我
們
会
院
参
観
。
因
為
嶺
西
道
尹
王
泮
為

広
東
與
江
西
等
省
的
総
督
、
他
是
我
們
的
朋
友
與
恩
人
、
由
於
他
的
関
係
不
少
要
人
也
来
訪
問

我
們
。
我
們
西
式
房
舎
便
是
中
国
奇
景
之
一
、
因
為
我
們
的
任
何
東
西
、
如
門
、
窓
、
鑰
匙
、

箱
子
、
整
個
房
屋
和
我
們
本
人
、
為
他
們
都
是
新
奇
的
、
我
們
也
以
礼
接
待
所
有
来
訪
問
的
人
、

尤
其
顕
貴
和
有
地
位
的
人
、
但
対
窮
人
也
是
彬
彬
有
礼
。 

 

有
不
少
人
対
我
們
非
常
好
、
並
不
因
為
我
們
是
外
国
人
而
有
戒
心
。
許
多
人
都
説
我
們
幾

幾
乎
乎
和
他
們
没
有
両
様
、
然
而
、
在
那
裏
也
有
不
少
驕
矜
孤
傲
之
人
。
我
們
除
了
法
律
外
、

対
他
們
都
表
示
謙
譲
、
他
們
也
承
認
自
己
没
有
什
麼
較
好
的
東
西
、
因
此
対
我
們
也
表
示
謙
譲
。 

 

我
不
願
就
中
国
的
宗
教
思
想
浪
費
太
多
的
紙
張
。
簡
単
的
説
‥
上
層
社
会
人
士
皆
為
尹
比

鳩
魯
享
楽
派
、
並
非
在
名
称
上
如
此
、
而
是
在
法
律
與
輿
論
上
的
確
如
此
。
下
層
社
会
之
人
承

認
霊
魂
不
死
不
滅
、
他
們
是
属
於
畢
達
哥
拉
斯
派
、
因
為
他
們
相
信
輪
廻
、
担
心
吃
肉
吃
魚
、

人
在
另
一
世
界
変
成
禽
獣
、
或
禽
獣
会
変
成
人
之
故
。
這
種
思
想
很
早
来
到
中
国
。
但
究
竟
何

時
来
到
、
已
無
典
籍
可
査
了
。
這
一
切
毫
無
疑
問
地
源
於
魔
鬼
、
這
在
中
国
甚
受
崇
拝
礼
敬
、

而
且
都
有
名
號
與
形
象
、
中
国
人
対
之
又
敬
又
畏
。 

 

今
年
也
遭
受
不
少
困
難
、
但
毎
次
天
主
都
解
救
了
我
們
。
不
過
我
們
最
担
心
的
是
中
国
皇

帝
的
一
道
勅
令
、
言
‥
獲
得
報
告
在
中
国
伝
教
的
神
父
都
是
些
較
土
匪
強
盗
還
壊
之
人
、
生
活

放
蕩
。
原
来
是
有
些
土
匪
強
盗
生
在
一
省
、
剃
掉
頭
髪
化
作
僧
人
、
来
到
它
省
、
用
金
銭
修
建

幾
座
寺
院
、
並
由
自
己
掌
管
。
凡
経
過
那
裡
的
有
銭
之
人
、
都
被
他
們
洗
刧
殺
戮
、
無
悪
不
為
、

所
以
他
們
的
寺
廟
簡
直
是
殺
人
刧
貨
者
的
巣
穴
。
他
坐
鎮
在
一
所
寺
院
、
指
揮
其
它
新
建
的
寺

院
、
為
非
作
歹
、
凡
没
有
獲
得
准
許
的
主
持
、
擅
自
行
動
的
話
、
便
譲
他
們
把
頭
髪
留
下
、
剥

脱
他
們
主
持
的
地
位
、
譲
他
們
還
俗
。
曽
有
両
次
地
方
官
譲
我
們
看
皇
帝
的
勅
令
、
但
譲
我
們

最
担
心
的
是
嶺
西
道
尹
―
王
泮
、
他
打
発
傭
人
対
我
們
説
、
把
他
所
贈
送
的
「
僊
花
寺
」
扁
額

摘
下
、
字
体
勁
秀
、
還
是
他
親
筆
所
書
写
的
。
這
是
去
年
羅
明
堅
神
父
於
五
月
三
十
日
所
報
告

過
的
。 

 

感
謝
天
主
、
衪
藉
皇
帝
的
第
二
道
勅
令
、
取
消
了
首
道
勅
令
、
據
説
是
皇
后
不
願
皇
帝
執

行
首
道
勅
令
之
故
。
我
深
信
這
是
是
聖
母
不
願
在
這
龐
大
中
国
僅
有
的
会
院
遭
到
没
收
。
因
此

嶺
西
道
尹
又
叫
我
們
趕
快
把
那
塊
「
僊
花
寺
」
扁
額
再
掛
上
去
。
神
父
！
您
看
！
多
少
我
們
人

間
仇
敵
反
対
我
們
、
仇
視
天
主
教
会
。
由
於
一
個
表
現
不
佳
、
便
把
其
他
同
類
的
幾
千
幾
万
、

伴
同
他
們
的
僕
人
一
起
遭
受
処
分
。 

 

去
年
我
們
曽
給
省
会
長
范
礼
安
神
父
去
信
、
告
訴
他
這
座
会
院
很
平
安
、
三
省
会
試
已
過
、

因
此
凡
上
榜
的
各
按
上
司
所
指
定
的
地
方
赴
任
、
於
是
「
打
発
工
人
到
他
葡
萄
園
中
工
作
去
了
」

（
マ
タ
イ
福
音
書
・
20-

１
）
。
今
年
八
月
来
了
両
位
葡
萄
牙
籍
神
父
、
即
孟
三
徳
神
父
和
麦
安

東
神
父
。
前
者
為
老
神
父
有
才
有
徳
、
被
委
為
本
伝
教
区
的
最
高
上
司
、
麦
安
東
神
父
作
伴
。

為
能
譲
他
們
進
入
中
国
内
地
、
頗
費
了
一
番
周
折
。
希
望
由
中
国
官
府
獲
得
批
准
、
可
惜
両
次

皆
遭
拒
絶
。
一
次
是
嶺
西
道
尹
王
泮
、
一
次
是
肇
慶
知
府
鄭
一
麟
。
但
最
後
蒙
天
主
的
祝
福
、

両
位
先
後
都
進
入
了
内
陸
、
不
過
只
准
来
看
望
我
們
、
不
可
居
留
、
仍
応
返
回
澳
門
。
我
們
給

嶺
西
道
尹
本
人
上
書
謂
‥
孟
三
徳
神
父
是
我
們
的
親
属
、
較
兄
弟
還
親
、
他
為
来
看
望
我
們
、

曽
航
行
三
年
、
目
前
無
船
隻
回
欧
、
因
此
請
大
人
特
准
他
長
期
和
我
們
住
在
一
起
。
知
府
対
此

説
詞
並
不
満
意
、
只
准
他
在
這
裏
停
居
両
個
月
、
対
麦
安
東
神
父
的
批
准
還
応
等
候
一
段
時
期
。 

 

在
中
国
明
朝
有
一
個
習
俗
、
毎
三
年
高
官
大
吏
応
赴
北
京
覲
見
皇
帝
一
次
。
今
年
正
是
面

聖
之
年
。
総
督
與
知
府
們
年
初
便
商
量
如
何
赴
北
京
事
宜
。
一
天
他
們
如
往
常
一
様
、
又
来
到

会
院
訪
問
我
們
。
羅
明
堅
神
父
趁
機
要
求
把
他
帯
到
北
京
一
遊
。
王
泮
和
陪
他
一
起
来
的
要
員

交
換
了
意
見
、
満
口
答
応
。
過
些
時
日
羅
明
堅
神
父
又
談
北
上
的
問
題
時
、
嶺
西
道
尹
対
他
説
、

只
能
帯
他
到
浙
江
與
湖
広
両
省
、
這
両
省
距
南
京
不
遠
、
或
由
他
自
己
去
皆
可
。
但
這
年
尚
不

宜
去
北
京
和
南
京
。
因
為
当
時
帯
洋
人
進
入
中
国
、
雖
然
是
封
疆
大
員
也
会
被
判
刑
治
罪
的
。

羅
神
父
於
是
決
定
先
去
上
述
両
省
看
一
下
、
先
到
広
州
等
候
麦
安
東
神
父
的
到
来
、
以
作
他
旅

遊
的
同
伴
。 

 

我
相
信
他
們
会
写
信
給
您
報
告
、
這
次
旅
行
需
三
個
月
希
望
能
在
那
些
地
方
建
立
新
会
院
。

毎
年
両
次
在
広
州
挙
行
商
展
、
藉
此
商
展
譲
麦
神
父
跟
葡
籍
商
人
一
塊
前
来
比
較
安
全
。
我
們

已
致
書
印
度
、
要
省
会
長
范
礼
安
神
父
派
助
手
前
来
、
因
為
我
們
有
很
多
計
画
、
要
為
其
它
地

方
的
民
衆
服
務
。 

 

神
父
！
我
們
仍
需
要
助
手
、
但
応
是
富
有
愛
心
與
耐
心
之
人
才
行
、
因
為
在
中
国
非
常
重

視
這
両
種
徳
行
、
這
正
是
我
所
缺
少
的
修
養
。 

 

在
肇
慶
我
們
座
房
舎
的
位
置
非
常
優
越
、
很
快
名
聞
遐
迩
。
我
們
許
多
東
西
他
們
無
不
感

到
新
奇
、
如
三
菱
鏡
、
聖
像
等
、
還
有
一
個
小
巧
玲
瓏
的
盒
子
、
雖
然
不
大
、
却
吸
引
許
多
人

従
很
遠
的
地
方
来
参
観
。
因
此
假
使
您
給
我
們
再
送
来
一
些
什
物
、
如
小
型
鐘
錶
、
可
以
掛
在

頚
上
的
‥
至
論
聖
像
不
要
寄
有
関
基
督
苦
難
之
類
的
、
因
為
目
前
他
們
尚
不
能
瞭
解
。
這
為
我

却
事
奉
天
主
的
最
好
工
具
。 

 

托
天
主
聖
寵
之
助
、
我
身
体
健
康
、
目
前
已
可
不
用
翻
訳
、
直
接
和
任
何
中
国
人
交
談
、

用
中
文
書
写
和
誦
読
也
差
強
人
意
。
因
此
您
高
興
吧
！
我
希
望
給
您
們
寄
去
一
本
「
中
国
簡
介
」
。

只
是
目
前
尚
不
知
北
京
在
中
国
北
方
的
経
緯
度
、
它
是
中
国
的
京
都
、
皇
帝
住
在
那
裏
。
因
此
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在
書
中
找
到
不
少
有
関
它
的
地
図
、
絵
得
也
非
常
詳
細
。
可
惜
没
有
経
緯
度
。 

 

去
年
我
給
您
寄
去
一
張
用
中
文
講
解
的
世
界
地
図
、
是
両
広
総
督
王
泮
在
他
官
邸
親
自
督

印
的
‥
雖
然
其
中
不
無
錯
誤
、
但
為
中
国
人
還
是
第
一
遭
看
見
這
類
作
品
。 

 

我
絵
了
三
張
相
似
的
世
界
地
図
、
全
部
用
中
文
講
解
、
一
張
贈
送
給
知
府
王
泮
、
一
張
贈

広
東
省
兵
備
道
、
一
張
贈
給
一
位
文
人
。
目
前
我
正
在
絵
另
外
一
張
、
要
尽
力
絵
詳
細
些
、
可

惜
此
処
没
有
書
籍
可
供
参
考
。
但
無
論
如
何
、
総
比
他
們
所
有
的
要
好
的
多
。
我
正
忙
於
這
些

瑣
碎
之
事
、
而
把
重
要
的
事
留
給
別
人
去
做
。 

 

我
希
望
能
在
這
裏
長
期
工
作
、
但
我
有
缺
点
、
而
且
還
不
少
‥
但
我
的
確
願
意
長
期
留
在

這
裏
服
務
。
神
父
！
請
您
看
在
天
主
的
愛
上
、
以
您
神
聖
的
祈
祷
與
聖
祭
幇
助
我
、
幇
助
這
個

極
為
重
要
的
伝
教
区
。
並
請
地
球
這
辺
的
全
体
会
友
以
祈
祷
来
幇
助
我
。
請
您
神
聖
的
祝
福
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

您
的
在
主
内
不
肖
弟
子 

利
瑪
竇 

敬
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
五
八
五
年
十
月
二
十
日 

撰
於
肇
慶
会
院 

 

（
１
）
本
書
簡
に
つ
い
て
は
、
平
川
祐
弘
氏
『
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
伝
１
』（
東
洋
文
庫
１
４

１
、
平
凡
社
、
１
９
６
９
年
）
の
９
４
頁
な
ど
に
断
片
的
で
は
あ
る
が
言
及
が
あ
る
の
で
参
照

さ
れ
た
い
。
「
テ
ー
ヴ
ェ
レ
（
テ
ベ
レ
）
河
」
は
ロ
ー
マ
を
通
る
イ
タ
リ
ア
で
三
番
目
に
長
く
、

ま
た
流
域
面
積
は
イ
タ
リ
ア
で
二
番
目
の
大
河
を
指
す
。 

 

【
付
論
】 

 

前
稿
末
尾
で
も
私
見
を
述
べ
た
が
、
そ
の
続
稿
と
し
て
そ
の
後
の
状
況
を
略
述
し
て
お
き

た
い
。
前
稿
で
は
、「
ロ
ー
マ
教
皇
庁
」
が
、
中
国
政
府
管
轄
下
組
織
で
あ
る
「
中
国
天
主
教
愛

国
会
」
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
「
司
教
」
に
つ
い
て
、
従
来
「
破
門
状
態
」
に
あ
っ
た
状
況
か

ら
「
回
復
さ
せ
る
」
こ
と
を
「
暫
定
合
意
」
し
た
、
と
い
う
内
容
を
示
し
た
。
そ
の
後
、
香
港

で
の
民
主
化
運
動
な
ど
の
混
乱
も
あ
り
、
中
国
政
府
の
「
人
権
」
に
対
す
る
取
り
扱
い
へ
の
国

際
的
圧
力
も
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
判
断
が
注
視
さ
れ
て
い
た
が
、
２
０
２

０
年
１
１
月
１
日
付
け
の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
」
で
は
、
中
国
と
の
当
該
（
司
教
任
命
権
に
関

す
る
）「
暫
定
合
意
」
を
「
延
長
す
る
」
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
同
紙
上
で
は
２
０
１
８
年
９
月

の
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
談
話
と
し
て
、
「
暫
定
合
意
で
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
司
教
候
補
に

つ
い
て
の
対
話
で
す
。
司
教
任
命
の
手
続
き
は
対
話
を
通
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
任
命
は

ロ
ー
マ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
教
皇
が
任
命
す
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
明
白
で
す
。
そ
し

て
私
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
な
い
人
た
ち
や
、
長
年
に
わ
た
り
地
下
活
動
を
強

い
ら
れ
て
い
る
多
く
の
信
者
の
た
め
に
祈
り
ま
す
」
と
い
う
説
明
を
紹
介
し
て
お
り
、
秘
跡
の

一
つ
で
あ
る
「
司
教
任
命
権
（
叙
階
）
」
は
あ
く
ま
で
も
ロ
ー
マ
教
皇
に
帰
属
す
る
こ
と
、
地
下

活
動
を
行
っ
て
い
る
信
者
へ
の
祈
り
と
い
う
配
慮
を
示
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
表
明
に
対
す
る
中
国
政
府
の
公
式
な
反
応
に
つ
い
て
は
、
知
悉
し

て
い
な
い
が
、
中
国
天
主
教
愛
国
会
及
び
中
国
天
主
教
主
教
団
が
発
行
し
て
い
る
機
関
誌
で
あ

る
『
中
国
天
主
教
』
で
も
、
２
０
１
８
年
９
月
の
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
談
話
に
つ
い
て
は
特
に
言

及
が
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
談
話
直
後
に
あ
た
る
『
中
国
天
主
教
』
第

５
号
（
１
０
月
）
の
巻
頭
に
は
「
１
０
月
３
日
か
ら
２
８
日
ま
で
の
間
、
バ
チ
カ
ン
で
挙
行
さ

れ
た
世
界
キ
リ
ス
ト
教
主
教
会
議
に
参
加
し
た
」
（
「
中
国
天
主
教
代
表
団
出
席
世
界
天
主
教
主

教
会
議
」
）
こ
と
が
縷
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
号
で
は
ま
た
、
「
推
進
我
国
天
主
教
堅
持
中

国
化
方
向
五
年
工
作
規
画
」
と
題
さ
れ
た
文
章
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議

で
示
さ
れ
た
各
国
キ
リ
ス
ト
今
日
の
現
地
化
」
を
踏
ま
え
て
、「
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
と
キ

リ
ス
ト
教
徒
の
適
応
（
融
合
）
」
な
ど
、
詳
細
な
「
キ
リ
ス
ト
教
の
中
国
化
」
に
向
け
た
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
は
第
６
号
（
１
２
月
）
で
も
同
様
に
「
天
主
教
中
国
化
的

新
起
点
―
紀
念
中
国
天
主
教
自
選
自
聖
主
教
６
０
周
年
座
談
会
在
寧
隆
重
挙
行
」（
周
太
良
・
４

頁
）
と
い
う
文
章
で
「
１
９
５
８
年
に
漢
口
、
武
昌
教
区
に
お
い
て
、
董
光
清
、
袁
文
華
の
両

神
父
が
「
主
教
」
に
任
ぜ
ら
れ
、【
外
部
（
＝
教
皇
庁
）
の
妨
害
を
除
外
し
な
が
ら
】
聖
な
る
秘

跡
を
祝
う
典
礼
が
挙
行
さ
れ
た
。
中
国
天
主
教
会
が
自
ら
に
よ
っ
て
主
教
を
選
聖
す
る
こ
と
は

こ
こ
に
始
ま
る
。
こ
の
こ
と
は
中
国
天
主
教
会
史
上
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
意
義
を
有
す
る
重
大
な

出
来
事
で
あ
っ
た
。
更
に
、
中
国
天
主
教
会
の
「
独
立
し
た
自
主
自
弁
」
的
な
教
会
事
業
の
推

進
と
、「
天
主
教
在
中
国
」
か
ら
「
中
国
天
主
教
」
へ
の
根
本
的
変
化
を
実
現
す
る
こ
と
に
対
し

て
大
き
な
力
を
与
え
た
」
と
し
、
こ
こ
で
も
「
脱
ロ
ー
マ
教
皇
庁
」
化
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

が
看
取
で
き
る
。
こ
の
文
章
で
頻
繁
に
出
て
く
る
の
は
「
天
主
教
中
国
化
」「
愛
国
愛
教
」
で
あ

り
、
「
国
へ
の
愛
（
貢
献
・
奉
仕
）
が
優
先
す
る
」
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
流
れ
の
延
長
線
上
に
２
０
１
９
年
に
入
っ
て
か
ら
以
降
、
同
雑
誌
に
お
い
て
「
中
華
人

民
共
和
国
成
立
７
０
周
年
を
祝
う
特
別
号
（
中
国
天
主
教
慶
祝
新
中
国
成
立
７
０
周
年
紀
念
専

輯
）
」
（
２
０
１
９
年
９
月
増
刊
）
が
発
行
さ
れ
る
な
ど
、
２
０
２
１
年
の
「
中
国
共
産
党
成
立

１
０
０
周
年
」
ま
で
「
政
府
色
（
国
・
中
国
共
産
党
）
」
が
更
に
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ

れ
ら
２
０
１
９
年
以
降
の
「
中
国
に
お
け
る
宗
教
を
取
り
巻
く
環
境
」
に
つ
い
て
は
、
次
稿
の

課
題
と
し
た
い
。 

（
二
〇
二
一
年
十
一
月
一
日
受
理
） 
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